
安全報告書 

(2025 年 4 月～2026 年 3 月) 

富士観光バス株式会社 

◆ 輸送の安全に関する基本的な方針（安全方針） 

第 1 条  全 社 員 は 代 表 取 締 役 の リ ー ダ ー シ ッ プ の 下 、 一 丸 と な っ て 輸 送
の 安 全 確 保 に 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 。  

第 2 条  全社員は安全意識を高く持ち、知識、技能の向上に努めるとともに、輸
送の安全確保を最優先し、業務を遂行しなければならない。  

第 3 条  全 社 員 は 道 路 運 送 法 等 の 法 令 関 係 及 び 安 全 に 関 す る 規 定 を 遵 守
し な け れ ば な ら な い 。  

第 4 条  全 社 員 は 輸 送 の 安 全 が 確 保 さ れ て い る か ど う か 、 常 に 点 検 す る
と と も に 不 備 が あ る 場 合 は 、 速 や か に 改 善 し な け れ ば な ら な い 。  

第 5 条  事 故 ・ 災 害 が 発 生 し た 場 合 は 、 人 命 の 救 護 を 第 一 に 行 動 し 、 速
や か に 適 切 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。  

第 6 条  全社員は、安全に関する情報を互いに共有するとともに、新しい情報が
ある場合は速やかに周知するよう努めなければならない。 

 

◆  輸送の安全に関する目標（安全目標）及び目標の達成状況 
 
2025 年 度 （ 2025.4～ 2026.3） 結 果  
人 身 事 故  目 標 0 件   結 果 0 件 （ 達 成 ）  
物 損 事 故  目 標 5 件   結 果 6 件 （ 未 達 成 ）  
 
2026 年 度 （ 2026.4～ 2027.3） 目 標  
人 身 事 故  目 標 0 件  
物 損 事 故  目 標 5 件  
 

法令を遵守し、重大事故０件を目指す  
◆ 事故に関する統計 

 
2025 年 度 （ 2025.4～ 2026.3）  
人 身 事 故  0 件  
物 損 事 故  6 件  

 
自 動 車 事 故 報 告 書 提 出  1 件  

 



◆  輸 送 の 安 全 の た め に 講 じ た 措 置 及 び 講 じ よ う と す る 措 置  
 

○ 輸 送 の 安 全 の た め に 講 じ た 措 置  
・ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 情 報 の 収 集 と 共 有 を 行 い ま し た 。  
・ 他 社 、自 社 で 起 こ っ た 事 故 を も と に 再 発 防 止 ポ ス タ ー を 作 成 し 乗 務 員 に   
 周 知 し ま し た 。  
・ 技 能 向 上 と 運 転 特 性 の 把 握 を 目 的 と し 市 街 地 の 実 車 訓 練 を 行 い 個 人 の

運 転 の 癖 等 を 乗 務 員 同 士 で 意 見 を 出 し 合 い ミ ー テ ィ ン グ を 行 い ま し た 。 
・ス タ ッ ド レ ス タ イ ヤ 、サ マ ー タ イ ヤ の 確 認 を し 安 全 の た め に タ イ ヤ を 購

入 し 交 換 し ま し た 。交 換 後 、タ イ ヤ 脱 落 防 止 の た め 規 程 ト ル ク に て ボ ル
ト の 増 し 締 め 等 を 行 い ま し た 。  

・ 冬 季 運 行 時 、ス リ ッ プ 、雪 道 で の 立 往 生 を し な い 為 に 、チ ェ ー ン の 購 入  
 運 転 手 の チ ェ ー ン 取 付 講 習 を 行 い ま し た 。  

 
 ○ 輸 送 の 安 全 の た め に 講 じ よ う と す る 措 置  

①  健 康 に 起 因 す る 事 故 防 止  
・ 定 期 的 な 健 康 診 断 の 実 施 と 、 健 康 状 態 の 把 握 と 管 理 指 導 を 行 い ま す 。 
・ 出 発 前 の 体 調 確 認 、 顔 色 チ ェ ッ ク を 確 実 に 行 い ま す 。  
・ 運 転 手 本 人 が 気 づ か な く と も 、顔 色 、 声 、目 の 充 血 を 確 認 し 体 調 の 管  

理 を 徹 底 し 健 康 起 因 事 故 防 止 に 努 め ま す 。  
 

②  車 両 故 障 の 防 止  
・ 整 備 管 理 者 の 指 導 の も と 乗 務 員 と 一 体 と な っ て 点 検 整 備 の 徹 底 を 行  

い ま す 。  
・常 務 前 点 検 項 目 に 法 令 以 上 の 項 目 を 追 加 し 運 行 中 の 故 障 防 止 に 役 立 て  
 ま す 。  
・日 常 点 検 時 気 に な る 箇 所 が あ れ ば 整 備 士 、若 し く は メ ー カ ー の 整 備 士

と 打 ち 合 わ せ を し 予 防 、 事 前 に 修 理 を 行 い ま す 。  
 

③  車 内 事 故 防 止  
 ・ 出 発 前 、 必 ず 車 内 放 送 に よ る シ ー ト ベ ル ト 着 用 ア ナ ウ ン ス 実 施  
 ・ 特 に 発 進 時 、 停 車 時 、 急 が つ く 操 作 を し な い 運 転 教 育 の 実 施  
 
④  事 故 防 止  
・ ヒ ヤ リ ハ ッ ト 情 報 を 随 時 収 集 し 、 各 乗 務 員 に 周 知 と 教 育 を 行 い ま す 。 
・ 災 害 情 報 等 、 運 行 管 理 者 と 乗 務 員 の 共 有 を 図 り 事 故 防 止 に 努 め ま す 。 
・ 市 街 地 走 行 時 、 横 断 歩 道 ・ 自 転 車 歩 行 者 巻 き 込 み 再 確 認 の 徹 底 。  
 

⑤  事 故 再 発 防 止  
   ・ 事 故 時 の ド ラ レ コ 情 報 、デ ジ タ コ 情 報 を 分 析 、運 転 手 に 聞 き 取 り を 実

施 し 同 様 の 事 故 が 無 い よ う に 分 析 し 事 故 当 事 者 、そ の 他 運 転 手 に 周 知
し ま す 。  

   ・漫 然 運 転 、だ ろ う 運 転 に な ら な い よ う に 初 心 で 運 転 で き る よ う な 指 導



教 育 を 徹 底 し ま す 。  
 

◆  輸 送 の 安 全 に 係 る 情 報 の 伝 達 体 制 そ の 他 の 組 織 体 制  
 
①  事 故 の 報 告       社   ⾧  

               ↑   ↓  ③ 対 応 指 示  
               運 行 管 理 者  →  全 従 業 員  
               ↑   ↓  ④ 指 示  ⑤ 事 故 の 状 況 等 周 知  
② 事 故 の 連 絡           運  転  者      （ 点 呼 時 ・ 掲 示 物 等 ）  

 

被 害 者 救 護 ・ 二 次 災 害 防 止 ・ 警 察 通 報 ・ 会 社 へ の 報 告 （ 事 故 発 生 の 日 時 、
場 所 、 相 手 の 状 況 、 講 じ た 措 置 等 ）  

 
◆ 輸送の安全に関する教育及び研修の実施状況 

 
・安全マネジメント実施規定を全従業員にわかるように掲示し、意識付けをする。 
・3 ヵ月に 1 度、経営者、運行管理者、代表運転手を集め、定例安全会議（社員教育と

同時可）を開催し議題内容に対し討論し輸送の安全を図る。 
・スクールバス運転手によるミーティング（都市部でのヒヤリハット、重点危険箇所、

リスクマップ作成）教育を実施。 
 スクールバス乗務員には交差点右左折時、自転車・歩行者の巻込み確認の徹底の指導。 
・事故情報(他社事例)を収集し、再発防止シートを作成掲示し全従業員に共有化と周知 
・年に 1 度実車訓練を実施（運転特性の把握と指導） 
・管理者教育の為、国交省認定運輸安全マネジメントセミナー受講 

 
◆ 輸送の安全に係る内部監査の結果並びにそれに基づき講じた措置及び講じ

ようとする措置 
 
   輸送の安全に関する確認を行い発見した問題に関して対策を講じました。 

2026 年度は年 1 回及び必要と認められた場合には輸送の安全に関する内部監
査を実施します。 

 
◆ 安全統括管理者 

 
代表取締役 鶴 篤 

 
◆ 安全管理規程 
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